






研究目的 

現在クレチン症のマスククリーニングは生後5～7日にろ紙採血を行いTSH値を測定する方

法が行われている。しかし未熟児に対してこのone point 採血が適当であるか否かについ

ての詳細は不明である。そこで我々は未熟児の甲状腺機能を正確に知ることが必要と考え

同一症例から経時的に採血し,甲状腺ホルモンを測定した。また未熟児においては，スクリ

ーニングを行うためにはどのホルモンを指標とすべきか,また生後何日目に採血すること

が望ましいかなどについても検討した。 


